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熱のこもった検討

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン

　
本
展
は
、
１
９
２
７
年
か
ら
続

く
、
世
界
の
写
真
愛
好
家
を
対
象

と
し
た
国
際
交
流
展
で
す
。

　
選
ば
れ
た
１
３
０
点
（
国
内

５０
点
、
海
外
８０
点
）
を
展
示
し

ま
す
。

会
期
７
月
１５
日
（
水
）
〜
８
月
１７

日
（
月
）
、
火
曜
日
は
休
館

1
町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
☎
７
３

６
・
８
２
８
１
、
町
田
市
文
化
振

興
課
☎
７
２
４
・
２
１
８
４

　
図
書
館
を
も
っ
と
便
利
に
利
用

し
ま
せ
ん
か
？
資
料
の
分
類
や
検

索
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
の
説
明
、

館
内
見
学
な
ど
を
行
い
ま
す
。

3
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
高

校
生
以
上
の
方

4
７
月
２７
日
（
月
）
午
後
２
時
〜

４
時

5
中
央
図
書
館

8
９
人
（
申
し
込
み
順
）

2
７
月
１６
日
午
前
１０
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
中
央
図
書
館
４
階

メ
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
（
☎
７
２
８
・

８
２
２
０
）
へ
。
１
回
の
申
し
込

み
で
２
人
ま
で
可
。

　
健
康
課
の
３
・
４
か
月
児
健
康

診
査
を
受
診
さ
れ
た
方
及
び
希
望

者
に
無
料
で
配
布
し
て
い
る
子
育

て
情
報
誌
「
の
び
っ
こ
」
に
、
お

店
や
会
社
の
広
告
を
掲
載
し
ま
せ

ん
か
。

応
募
資
格
市
内
ま
た
は
近
隣
市
に

事
業
所
を
有
す
る
事
業
主

掲
載
期
間
１０
月
〜
２
０
１
０
年
９

月
（
延
長
の
場
合
あ
り
）

掲
載
料
１
枠
（
縦
８．５
㎝
×
横
６．２

㎝
）
あ
た
り
３
万
円

掲
載
場
所
巻
末
広
告
の
ペ
ー
ジ

募
集
枠
数
８
枠

応
募
期
限
７
月
３１
日
（
金
）
ま
で

※
掲
載
で
き
る
広
告
の
制
限
等
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
町
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

1
子
育
て
支
援
課
☎
７
２
４
・
２

１
３
８

　
広
告
掲
載
料
の
代
わ
り
に
カ
レ

ン
ダ
ー
（
し
お
り
型
）
の
用
紙
・

印
刷
代
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

　
広
告
は
取
扱
基
準
に
よ
り
図
書

館
に
ふ
さ
わ
し
い
か
判
断
し
、
縦

１５
㎝
×
横
４.５
㎝
の
用
紙
の
裏
面
に

掲
載
し
ま
す
。

配
布
期
間
・
場
所
６
か
月
間
１０
万

枚
、
中
央
館
ほ
か
６
か
所

応
募
期
限
７
月
２３
日
（
木
）
ま
で

2
申
し
込
み
用
紙
（
中
央
図
書
館

に
有
）
に
広
告
原
稿
の
見
本
を
添

付
し
、
提
出
し
て
下
さ
い
。

1
中
央
図
書
館
☎
７
２
８
・
８
２

２
０

　
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
が
来
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
市
で
は
、
消
費
者
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
に
旬
の
情
報
を
お
伝
え

す
る
「
出
前
講
座
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

時
間
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

4
・
5
８
月
４
日
（
火
）
・
鶴
川

市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
☎
７
３
５

・
５
７
０
４
、
９
月
８
日
（
火
）

・
南
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
☎
７

９
５
・
３
１
６
５

※
他
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催

は
、
本
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

1
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
７
２
５

・
８
８
０
５

●
大
賀
藕
絲
館
・
紅
花
染
講
習
会

4
７
月
２６
日
午
前
９
時
〜
午
後
０

時
３０
分
5
同
館
6
紅
花
餅
を
使
用

し
た
絹
の
ス
カ
ー
フ
染
め
7
２
５

０
０
円
2
７
月
１７
日
ま
で
に
同
館

（
☎
７
９
７
・
１
６
１
６
）
へ

●
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合

「
夏
休
み
処
分
場
見
学
会
」

3
多
摩
地
域
在
住
の
小
学
４
〜
６

年
生
と
１８
歳
以
上
の
保
護
者
（
２

人
１
組
厳
守
）
▽
中
学
生
以
上
の

多
摩
地
域
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方
4
①
８
月
７
日
、
②
２１
日
行
き

先
二
ツ
塚
処
分
場
、
谷
戸
沢
処
分

場
と
①
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
多

摩
川
、
②
は
武
蔵
野
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
集
合
時
間
・
場
所
午
前
８

時
３０
分
に
①
府
中
駅
②
三
鷹
駅
7

一
人
５
０
０
円
2
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
見
学
会
参
加
希
望
」
・
参
加
者

の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（
お

持
ち
の
方
は
携
帯
電
話
番
号
も
）

・
年
齢
（
学
年
）
・
希
望
日
・
多

摩
地
域
以
外
に
お
住
ま
い
の
方
は

勤
務
先
や
学
校
名
を
明
記
し
、
７

月
２２
日
ま
で
（
必
着
）
に
同
組
合

（
〒
１８３
―
０
０
５
２
、
府
中
市
新

町
２
―
７７
―
１
、
東
京
自
治
会
館

内
、
☎
０
４
２
・
３
８
５
・
５
９

４
７
）
へ

●
町
田
商
工
会
議
所
の
お
知
ら
せ

【
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
】

　
消
費
者
が
選
ぶ
「
２
０
０
９
町

田
私
の
好
き
な
お
店
大
賞
」
の
消

費
者
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
3

市
内
在
住
の
１８
歳
以
上
で
、
８
月

２０
日
午
後
６
時
か
ら
行
う
説
明
会

に
出
席
で
き
る
方
2
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
・

性
別
・
職
業
を
明
記
し
、
同
会
議

所
私
の
好
き
な
お
店
大
賞
実
行
委

員
会
（
〒
１９４
―
０
０
１
３
、
原
町

田
３
―
３
―
２２
、
☎
７
２
２
・
５

９
５
７
）
へ

【
市
内
飲
食
店
・
食
品
取
扱
い
事

業
者
向
け
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策

セ
ミ
ナ
ー
」
受
講
者
募
集
】

3
市
内
事
業
所
の
経
営
者
・
従
業

員
4
７
月
２２
日
、
午
後
３
時
〜
５

時
5
同
会
議
所
2
同
会
議
所
（
☎

７
２
４
・
６
６
１
４
）
へ

●
町
田
荘
・
サ
ル
ビ
ア
荘
納
涼
祭

4
７
月
２６
日
午
後
５
時
３０
分
〜
７

時
４０
分
5
同
施
設
駐
車
場
6
沖
縄

エ
イ
サ
ー
、
盆
踊
り
、
花
火
、
模

擬
店
な
ど
1
サ
ル
ビ
ア
荘
☎
７
９

４
・
０
３
３
３

●
ニ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
花
の
家
・
サ

マ
ー
セ
ー
ル

1
☎
７
９
７
・
６
０
０
４

【
サ
マ
ー
セ
ー
ル
＝
草
花
１０
〜

５０
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
陶
芸
品
掘
り
出
し

市
な
ど
（
一
部
除
外
品
あ
り
）
】

4
７
月
１３
日
〜
３１
日
、
午
前
１０
時

〜
午
後
３
時
３０
分

【
コ
ケ
玉
セ
ミ
ナ
ー
】

4
７
月
１７
日
午
後
１
時
３０
分
か
ら

１
時
間
程
度
7
５
０
０
円

●
家
族
介
護
者
教
室
「
す
ぐ
に
役

立
つ
家
庭
で
の
移
動
介
助
」

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
4

７
月
２９
日
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

5
い
づ
み
の
里
４
階
ケ
ア
ハ
ウ
ス

1
い
づ
み
の
里
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
７
３
２
・
７
５
３
６

●
共
働
学
舎
・
夕
涼
み
会

4
７
月
１８
日
午
後
４
時
〜
８
時
5

小
野
路
共
働
学
舎
6
ブ
ル
ー
ス
ハ

ー
プ
（
ブ
ル
ー
ス
　
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
）
、
和
太
鼓
、
手
品
、
民
謡
、

各
種
模
擬
店
な
ど
1
☎
７
３
７
・

７
６
７
６

●
　
ま
ち
だ
ハ
ッ
ピ
ー
夏
ま
つ
り

「
町
田
で
育
む
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」

4
７
月
１８
日
午
後
３
時
〜
６
時
5

都
立
町
田
の
丘
学
園
6
模
擬
店
、

和
太
鼓
、
バ
ン
ド
演
奏
、
エ
イ
サ

ー
な
ど
1
同
学
園
内
実
行
委
員
会

☎
７
３
７
・
０
５
７
０
、
薨
７
３

７
・
０
５
８
０

●
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
夏
季
臨
時
職
員
募

集　
詳
細
は
同
会
（
☎
７
２
０
・
２

１
９
１
）
へ

●
合
掌
苑
・
鶴
の
苑
セ
ミ
ナ
ー
 

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
日
本
の
認
知

症
ケ
ア
」

4
７
月
１９
日
午
後
２
時
〜
３
時
３０

分
5
ア
シ
ス
テ
ッ
ド
ナ
ー
シ
ン
グ

＆
リ
ビ
ン
グ
鶴
の
苑
2
同
苑
（
☎

７
８
８
・
０
５
４
４
）
へ

●
地
域
介
護
予
防
教
室
「
楽
し
く

歌
っ
て
介
護
予
防
」

4
毎
月
第
３
日
曜
日
、
午
後
２
時

〜
３
時
、
全
１０
回
（
初
回
７
月
１９

日
）
5
本
町
田
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
湧
和
7
３
０
０
円

1
湧
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
２
９
・
０
７
４
７

●
法
政
大
学
多
摩
図
書
館
「
高
校

生
へ
の
閲
覧
室
開
放
」

　
初
回
の
み
生
徒
証
ま
た
は
保
険

証
等
身
分
の
確
認
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
に
な
り
、
２
階
カ
ウ
ン
タ

ー
へ
お
い
で
下
さ
い
。
3
町
田
・

八
王
子
・
相
模
原
市
に
在
住
、
在

学
の
高
校
生
4
８
月
２
日
〜
１２

日
、
２４
日
〜
２８
日
、
３１
日
▽
平
日

＝
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
、
土
曜

日
＝
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
、
日

曜
日
＝
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
1

同
館
☎
７
８
３
・
２
２
６
７

●
和
光
大
学
水
泳
部
親
子
水
泳
安

全
教
室

　
学
生
に
よ
る
「
親
子
の
た
め
の

水
泳
指
導
」
と
「
水
上
事
故
防
止

の
た
め
親
が
子
に
行
う
安
全
指
導

」
の
教
室
を
行
い
ま
す
。
3
全
５

日
参
加
で
き
る
小
学
生
と
そ
の
親

4
８
月
４
日
〜
８
日
、
午
前
９
時

３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分
5
同
大
学

プ
ー
ル
／
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

2
７
月
３１
日
ま
で
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
の
正
午
〜
午
後
１
時
、

２
時
〜
３
時
に
同
大
学
（
☎
０

４
４
・
９
８
９
・
７
４
９
０
）
へ

消
費
生
活
出
前
講
座

図
書
館
入
門
講
座

第
６９
回
国
際
写
真
サ
ロ
ン

広
告
を載

せ
ま
せ
ん
か
!

子
育
て
情
報
誌

「
の
び
っ
こ
」

市
立
図
書
館

カ

レ

ン

ダ

ー

　前回のこのコーナーでもお伝えしたように、現在の本庁舎は1970年に開
庁しましたが、その後、多くの問題を抱えることとなりました。このよう
な状況の中、1999年に、庁舎移転を視野に入れて、森野二丁目の用地を購
入し、以後、庁舎問題解消のための本格的な検討が、市民の皆さんを交え
て行われるようになりました。今回は、市民参加による検討の経緯につい
て振り返ります。

　市民参加による新庁舎の検討経緯は右図のとおりです。最初に、学識経験者と
市民委員（公募・関係団体代表）等19人で構成する「庁舎問題検討委員会」が
設置されました。この委員会の検討結果は基本構想に反映されました。　
　続いて「新庁舎建設基本計画」の策定に向けて、市民部会が設置されました。
この部会には30人の市民が参加しましたが、これまでのように、単に行政が企
画運営する会議ではなく、市民自らが会議の企画運営を行い、主体的に報告書を
まとめるなど、他の自治体においてもあまり例を見ない、市民協働における先駆
的取り組みが行われました。そして、この検討結果は新庁舎の基本計画に反映さ
れました。
　続く設計においても、「市民ワークショップ」を6回開催し、公募市民等、毎
回60～80人の参加者から、市民が利用する機会の多い区域を中心に、たくさん
の意見・提案をいただき、その多くを設計に反映させることができました。
　このように、基本構想の段階から設計に至るまで、多くの市民が参画して計画
が進められてきたことは、町田市の新庁舎建設計画の大きな特長といえます。

新 庁 舎 の は な し ②新 庁 舎 の は な し ②

図　市民参加による検討経緯

庁舎問題検討委員会
（2002年12月～2004年3月）

新庁舎建設基本計画策定委員会 
市民部会 

(2004年7月～12月）

新庁舎基本設計 
市民ワークショップ 
（2007年3月～8月）

新庁舎建設基本構想

新庁舎建設基本計画

設計者選定

次回はこうした経緯を経て完成した設計の内容についてお伝えします。

’０９

ぐ
う
し

1新庁舎建設課☎７０９・０５９３


